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２
０
１
０
年
11
月
27
日
、
台
湾
で
五
大

都
市
市
長
選
挙
と
、
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
た
。

　

五
大
都
市
と
は
、
従
来
の
直
轄
市
と
し

て
台
北
市
と
高
雄
市
だ
け
が
他
の
県
市
と

は
別
格
で
あ
っ
た
も
の
を
変
更
し
、
台
北

市
は
首
都
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
し
、
高
雄

市
と
高
雄
県
を
合
併
し
て
高
雄
市
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
台
北
近
郊
の
台
北

県
を
新
北
市
に
名
称
変
更
し
、
従
来
の
台

中
市
と
台
中
県
を
合
併
し
て
台
中
市
、
台

南
市
と
台
南
県
を
合
併
し
て
台
南
市
と
し

て
直
轄
市
に
格
上
げ
し
て
、
五
つ
の
都
市

と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
選
挙
は
、
２
０
０
８
年
に
馬
英
九

総
統
が
誕
生
し
た
総
統
選
挙
に
次
ぐ
大
規

模
な
選
挙
で
、
五
大
都
市
だ
け
で
総
人
口

の
６
割
（
59
・
47
％
）
を
占
め
、
２
０
１

０
年
度
の
歳
出
予
算
で
は
、
全
国
25
県
・

市
の
総
予
算
の
58
・
51
％
を
占
め
る
と
い

う
意
味
で
、
２
０
１
２
年
の
総
統
選
挙
の

前
哨
戦
と
い
わ
れ
た
。
国
民
党
は
、
台
北
、

新
北
、台
中
市
長
を
現
有
し
て
い
た
が
、そ

れ
を
維
持
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
り
、
野

党
の
民
進
党
は
三
都
市
以
上
の
当
選
を
目

指
し
た
。
ま
た
、
総
得
票
率
で
民
進
党
が

国
民
党
を
凌
ぐ
か
否
か
も
焦
点
と
な
っ
た
。

市
議
会
選
挙
は
次
の
立
法
委
員
選
挙
の
行

方
を
占
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
そ
う
し
た
選
挙
の
結
果
分
析
と
、
そ

の
結
果
が
中
台
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論

じ
て
み
た
い
。

国
際
情
勢
を
読
み
解
く
　
❷

  
銃
撃
事
件
で
流
れ
が
変
わっ
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選
挙
前
の
世
論
調
査
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
た
選
挙
結
果

　

五
大
都
市
選
挙
の
候
補
者
は
、
名
前
の

知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
も
多
い
が
、
台
北

市
で
は
、
国
民
党
の
郝
龍
斌
・
現
台
北
市

長
（
57
）
が
、
得
票
率
55
・
65
％
対
43
・

81
％
で
、民
進
党
の
蘇
貞
昌
（
62
）
を
破
っ

た
。
新
北
市
で
は
、
国
民
党
は
、
ポ
ス
ト
・

馬
英
九
の
呼
び
声
が
高
い
朱
立
倫
（
48
）

が
出
馬
し
、
民
進
党
は
、
現
在
の
台
湾
で

人
気
度
Ｎ
ｏ
１
の
女
性
、
蔡
英
文
（
53
）

党
首
自
身
が
出
馬
し
た
が
、
こ
こ
で
も
国

民
党
が
得
票
率
52
・
61
％
対
47
・
39
％
で

辛
勝
し
た
。
台
中
市
で
は
、
国
民
党
の
現

職
市
長
の
胡
志
強
が
、
民
進
党
秘
書
長
の

蘇
嘉
全
の
挑
戦
を
受
け
た
が
、得
票
率
51
・

12
％
対
48
・
88
％
で
国
民
党
が
辛
く
も
市

長
の
座
を
守
っ
た
。
台
南
市
で
は
、
民
進

党
の
頼
清
徳
が
得
票
率
60
・
41
％
対
39
・

59
％
で
国
民
党
の
郭
添
財
を
大
差
で
破
っ

た
。

　

高
雄
市
で
は
、
民
進
党
の
現
職
・
陳
菊

市
長
が
黄
昭
順
・
国
民
党
立
法
委
員
の
挑

戦
を
受
け
た
が
、
陳
女
史
が
得
票
率
52
・

８
％
対
20
・
52
％
で
勝
利
し
た
。
ち
な
み

に
、
２
０
１
０
年
８
月
３
日
、
楊
秋
興
・

高
雄
県
長
が
、
民
進
党
を
脱
退
し
て
高
雄

市
長
戦
に
出
馬
す
る
と
表
明
し
、
民
進
党

の
分
裂
選
挙
か
と
見
ら
れ
た
が
、
楊
も
陳

も
、
民
進
党
の
最
大
派
閥
で
あ
る
新
潮
流

派
に
属
す
る
有
力
者
で
あ
り
、
蔡
英
文
党

首
は
、
楊
氏
に
会
っ
て
話
し
た
が
、
楊
は

決
意
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
説

得
工
作
に
失
敗
し
た
蔡
英
文
の
表
情
に
は
、

あ
ま
り
挫
折
感
が
見
え
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
楊
秋
興
の
出
馬
が
、
陳
菊
の
票
を
奪

う
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
黄
昭
順
・
国

民
党
候
補
の
票
を
取
る
可
能
性
が
高
く
、

最
後
は
「
棄
保
効
果
」（
楊
を
棄
て
て
陳
菊

を
保
つ
）
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
五
大
都
市
選

挙
で
は
、
与
党
・
国
民
党
が
台
北
市
、
新

北
市
、
台
中
市
長
選
で
辛
勝
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
、
世
論
調
査
と
か
け
離
れ
る
も

の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
台
湾
の
民
間
紙

よ
り
も
信
頼
度
の
高
い
民
進
党
の
世
論
調

査
に
よ
る
と
、11
月
10
日
の
段
階
で
は
、台

北
市
の
民
進
党
へ
の
支
持
率
40
・
８
％
が

国
民
党
の
39
・
３
％
を
上
回
っ
て
い
た
。新

北
市
で
は
、
10
月
７
日
の
段
階
で
は
、
民

進
党
43
・
５
％
対
国
民
党
43
・
１
％
、
11

月
12
日
の
段
階
で
は
、
民
進
党
39
・
１
％

対
国
民
党
40
・
３
％
と
、
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
を
展
開
し
て
い
た
。

銃
撃
事
件
の
影
響

　

選
挙
日
の
10
日
前
か
ら
世
論
調
査
の
発

表
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
民
進
党
の

優
位
や
両
党
接
戦
を
示
し
た
最
後
の
世
論

調
査
と
、実
際
の
投
票
結
果
と
の
間
で
、こ

れ
ほ
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
で
き
た
こ
と
は
、
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あ
る
一
つ
の
事
件
を
抜
き
に
し
て
は
理
解

し
難
い
。
そ
れ
は
、
筆
者
も
選
挙
後
に
台

湾
を
訪
れ
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
以
下
に

述
べ
る
狙
撃
事
件
で
あ
っ
た
。

　

投
票
前
夜
の
11
月
26
日
、
台
北
県
永
和

市
（
２
０
１
２
年
か
ら
新
北
市
永
和
区
）

で
行
わ
れ
た
新
北
市
議
員
候
補
の
集
会
で

銃
撃
事
件
が
発
生
し
た
。
現
場
は
新
北
市

議
員
候
補
の
陳
鴻
源
氏
の
選
挙
集
会
で
、

連
戦
・
元
副
総
統
の
息
子
で
あ
る
連
勝
文

氏
が
陳
鴻
源
氏
の
応
援
に
立
っ
た
際
に
銃

撃
さ
れ
、
連
勝
文
氏
は
頬
か
ら
流
血
し
て

重
体
と
な
っ
た
。ま
た
、流
れ
弾
に
当
た
っ

た
市
民
１
人
が
死
亡
し
、
犯
人
の
林
正
偉

は
そ
の
場
で
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
。
台
湾

の
報
道
に
よ
る
と
、
候
補
者
の
陳
鴻
源
氏

と
の
土
地
開
発
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
銃

撃
事
件
の
動
機
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
陳
鴻

源
候
補
者
と
体
格
が
似
た
連
勝
文
氏
が
間

違
わ
れ
て
撃
た
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き

な
い
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
銃
撃
事
件

で
使
わ
れ
た
銃
は
台
湾
製
で
は
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
謎
は
深
ま
る
が
、
政
権
は

そ
れ
以
上
の
真
相
究
明
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

投
票
日
１
日
前
に
起
こ
っ
た
事
件
に
対

す
る
台
湾
住
民
の
シ
ョ
ッ
ク
（
特
に
国
民

党
支
持
者
の
シ
ョ
ッ
ク
）
は
大
き
か
っ
た
。

数
日
前
の
台
北
市
の
国
民
党
の
遊
説
パ

レ
ー
ド
で
は
数
万
人
で
は
な
く
、
１
万
人

し
か
集
ま
ら
ず
、
選
挙
前
夜
の
８
時
ま
で

は
、
国
民
党
は
戦
果
に
自
信
を
持
て
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
銃
撃
事
件
は
、
国
民

党
支
持
者
の
危
機
意
識
と
憤
慨
を
駆
り
立

て
た
。
２
０
０
４
年
の
陳
水
扁
銃
撃
事
件

の
暗
雲
（
疑
心
暗
鬼
）
が
ず
っ
と
国
民
党

支
持
者
の
胸
中
に
潜
ん
で
い
た
。
投
票
意

欲
の
低
か
っ
た
国
民
党
支
持
者
は
、
こ
の

事
件
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
、
国
民
党
が
３

市
長
の
座
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
民
進
党
が
予
想
通
り
に
台
南
と
高
雄

を
取
り
、
政
治
的
構
図
は
「
藍
（
与
党
陣

営
）
３
・
緑
（
野
党
陣
営
）
２
」
の
ま
ま

と
な
り
、
野
党
陣
営
は
三
都
取
り
に
挑
戦

し
た
が
、挫
折
に
終
わ
っ
た
。「
台
北
も
新

北
も
10
万
票
差
で
相
手
を
倒
し
た
こ
と
は
、

馬
英
九
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
中
台
経
済
枠
組
協

定
）
政
策
が
北
部
の
都
会
の
有
権
者
の
支

持
を
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う

が
、
10
万
票
は
そ
れ
ほ
ど
大
差
で
は
な
い
。

こ
の
二
つ
の
都
市
も
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
を
選
挙
戦

の
主
た
る
イ
シ
ュ
ー
に
し
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
選
挙
結
果
を
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
結
び
付

け
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
回
の
投
票
率
（
71
・
71
％
）
は
、
各

界
の
予
想
を
超
え
る
ほ
ど
に
高
か
っ
た
の

で
、
銃
撃
事
件
が
影
響
し
た
こ
と
は
否
定

の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
し
て
、
国
民
党
側

は
、
選
挙
結
果
に
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
民
進
党
側
は
落
胆
し
て
い
な
い
。
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総
統
選
挙
へ
の
含
意

　

市
長
選
で
は
、
議
席
数
を
見
る
と
、
国
・

民
両
党
は
現
状
維
持
だ
が
、
総
得
票
率
は

民
進
党
が
49
・
87
％
、
国
民
党
が
44
・
54
％

で
民
進
党
が
勝
利
し
て
い
る
。
市
議
会
選

挙
で
は
、
五
つ
の
都
市
で
い
ず
れ
も
民
進

党
が
健
闘
し
、
議
席
数
で
は
１
３
０
対
１

３
０
で
、
完
全
に
並
ん
だ
。
市
議
会
選
挙

で
の
民
進
党
の
躍
進
は
、
彼
ら
が
今
後
の

立
法
委
員
選
挙
や
総
統
選
挙
で
動
く
の
で

あ
る
か
ら
、
国
民
党
の
優
位
は
絶
対
的
で

な
く
な
る
。
国
民
党
は
政
権
を
奪
取
し
て

以
来
、
青
年
層
や
、
中
間
層
の
票
数
80
万

票
を
失
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
今
後
、
台

北
・
新
北
・
台
中
で
の
国
民
党
支
配
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
民
進
党
に
よ
る
け
ん
制
を

受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
今
後
、
今

回
の
選
挙
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

の
ミ
ス
が
暴
露
・
攻
撃
さ
れ
て
い
く
な
ら

ば
、
全
国
的
に
国
民
党
へ
の
不
支
持
が
広

ま
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
は
、
総
統
選
挙

に
影
響
す
る
。
民
進
党
の
総
統
候
補
者
は
、

こ
の
選
挙
で
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
、
従
来
の
よ

う
な
党
の
公
認
作
業
で
の
内
紛
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
民
進

党
は
国
民
党
よ
り
早
く
総
統
選
の
準
備
に

着
手
で
き
、
機
先
を
制
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
総
統
選
コ
ン
ビ
は
、
台
中
で
３
万
票

差
で
敗
れ
た
蘇
嘉
全
を
加
え
た「
蔡
英
文
・

蘇
貞
昌
・
蘇
嘉
全
」
の
中
か
ら
２
人
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

政
治
評
論
家
の
王
健
壮
（
元
『
新
新
聞
』

社
長
）
は
、
国
民
党
系
の
『
聯
合
報
』
の

論
説
で
、
民
進
党
は
「
負
け
た
が
勝
っ
て

い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
地

図
に
つ
い
て
、「
国
民
党
は
形
式
上
の
版
図

を
守
れ
た
が
、
得
票
率
か
ら
見
れ
ば
、
実

質
上
、
国
民
党
が
押
さ
え
て
い
る
版
図
が

大
幅
に
縮
小
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

中
国
の
介
入

　

蔡
得
勝
・
国
家
安
全
局
長
は
、
２
０
１

０
年
11
月
15
日
の
立
法
院
で
の
答
弁
で
、

選
挙
へ
の
中
国
の
介
入
に
関
す
る
質
問
に

対
し
て
、「
中
共
は
す
で
に
教
訓
を
得
て
お

り
、
過
去
の
よ
う
な
派
手
な
動
き
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
」と
説
明
し
た
。
ま
た
、台

湾
の
世
論
を
操
作
す
る
た
め
の
マ
ス
コ
ミ

買
収
や
洗
脳
な
ど
の
動
き
が
な
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
、
蔡
局
長
は
、「
中
共
は
当

然
計
画
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
効
果
を
上

げ
る
か
ど
う
か
は
台
湾
住
民
次
第
だ
」
と

答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
王
毅
・

台
湾
事
務
弁
公
室
主
任
が
10
月
19
〜
21
日

に
訪
米
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
ら
と

会
談
し
た
が
、
会
談
で
何
が
話
さ
れ
た
か

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
台
湾
の
駐
米
代

表
処
が
米
政
府
か
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

受
け
た
が
、
米
側
は
そ
の
内
容
を
台
湾
側
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に
完
全
に
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、台
湾
の
民
間
紙
『
中
国
時
報
』

（
10
月
23
日
付
）
に
よ
る
と
、王
毅
は
米
政

府
に
対
し
て
「
今
後
、
両
岸
関
係
と
米
中

関
係
を
“
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ラ
ッ
ク
で
並
行

し
て
進
め
る
”（“
両
軌
並
進
”）
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
表
明
し
た
。
ま
た
、
王
毅
は

10
月
19
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て

間
も
な
く
華
僑
団
体
と
会
見
し
、
次
の
よ

う
な
講
演
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
王
毅
は
、

両
岸
関
係
に
つ
い
て
、「
こ
れ
か
ら
も
、
両

岸
関
係
の
推
進
に
あ
た
っ
て
“
経
済
が
先
、

政
治
は
後
”、“
易
し
い
の
は
先
、
難
し
い

の
は
後
”
の
原
則
だ
が
、
そ
れ
（
原
則
）

は
機
械
的
で
も
絶
対
的
で
も
な
い
。
実
際

は
、“
易
し
さ
に
難
し
さ
が
あ
る
”“
経
済

に
政
治
が
あ
る
”」
と
述
べ
、明
ら
か
に
こ

れ
ま
で
の
原
則
を
調
整
し
て
い
る
。
王
毅

訪
米
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
と
、
や
は

り
五
都
市
選
挙
関
連
目
的
の
も
の
で
は
な

い
か
、
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
北
京
当
局
が
、

五
都
市
選
の
結
果
、
そ
し
て
「
ポ
ス
ト
・

五
都
市
選
」
の
台
湾
政
治
を
、
ど
う
見
越

し
て
い
る
か
は
、
興
味
深
い
。

今
後
の
中
台
関
係

　

国
民
党
は
、
民
進
党
、
特
に
蔡
英
文
党

首
の
中
台
両
岸
ス
タ
ン
ス
を
俎そ

上じ
ょ
う

に
載
せ

よ
う
と
す
る
が
、
民
進
党
側
は
両
岸
政
策

が
選
挙
戦
の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
を
極
力

避
け
よ
う
と
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
民
進

党
の
向
こ
う
10
年
間
の
党
の
基
本
方
針
を

定
め
る
「
十
年
政
治
綱
領
」
の
「
両
岸
編
」

は
、い
ま
だ
に
日
の
目
を
見
て
い
な
い
。民

進
党
と
し
て
は
、「
政
治
綱
領
」
の
内
容
を

２
０
１
２
年
総
統
選
の
戦
略
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
す
る
た
め
、
対
中
政
策
を
、
総

統
選
候
補
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
候
補
個
人

の
意
向
に
沿
っ
て
決
め
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

　

た
だ
し
最
近
、
蔡
英
文
は
、
時
々
党
首

の
身
分
で
中
国
に
善
意
あ
る
発
言
を
し
て

き
た
。
例
え
ば
、「
も
し
民
進
党
が
再
び
執

政
す
れ
ば
前
政
権
の
政
策
を
踏
襲
す
る
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
９
月
29

日
、
中
国
の
国
務
院
台
湾
事
務
弁
公
室
報

道
官
は
、「
民
進
党
は
よ
く
ぶ
れ
る
の
で
、

蔡
の
そ
の
談
話
は
選
挙
言
語
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
し
か
し

同
日
、
蔡
英
文
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
反
対
す

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
中
国
と
対
抗
す
る

こ
と
を
意
味
し
な
い
」と
し
た（
台
湾「
年

代
テ
レ
ビ
」
取
材
、
９
月
29
日
）。

　

民
進
党
と
中
国
共
産
党
の
両
党
は
、
今

後
の
相
互
作
用
・
両
岸
関
係
の
「
管
理
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
機
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
総
得
票
数
で
民
進
党
が

国
民
党
を
上
回
っ
た
こ
と
や
民
進
党
を
も

取
り
込
み
た
い
中
国
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾

野
党
は
立
場
を
調
整
す
れ
ば
、
そ
の
接
触
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は
不
可
能
で
は
な
く
、
台
湾
野
党
と
中
国

が
接
触
で
き
れ
ば
、
中
台
両
岸
関
係
の
管

理
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
可
能
と
な
る

だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
る
の
か
が
重
要
で

あ
る
。

　

12
月
21
日
、
中
台
両
岸
の
民
間
ト
ッ
プ

会
談
（
江
・
陳
会
談
）
が
台
北
で
開
か
れ

た
。
こ
の
第
６
回
江
・
陳
会
談
で
は
、「
両

岸
（
中
台
）
医
薬
衛
生
協
力
協
定
」
に
調

印
し
た
。
中
台
の
経
済
・
人
物
交
流
の
拡

大
に
対
応
し
た
伝
染
病
発
生
時
の
早
期
情

報
交
換
や
、
重
大
事
故
発
生
時
の
救
急
医

療
で
の
協
力
体
制
の
整
備
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
投
資
保
護
協
定
は
妥
結
せ

ず
延
期
さ
れ
た
（『
産
経
新
聞
』
12
月
22

日
）。
今
回
の
江
・
陳
会
談
は
、
こ
れ
ま
で

の
会
談
の
中
で
、最
も
成
果
が
少
な
く
、溝

の
深
さ
が
目
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

国
民
党
政
権
は
今
後
、
国
内
の
総
統
選

に
向
け
、
台
湾
本
土
派
の
支
持
を
得
る
た

め
、
表
向
き
は
「
親
中
姿
勢
」
を
弱
め
る

政
策
に
出
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
民
進
党
は
、
蔡
英
文
党
首
が
理

事
長
を
務
め
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
新
境
界

基
金
会
」
を
用
い
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

学
者
に
よ
る
中
国
と
の
交
流
を
本
年
か
ら

進
め
る
で
あ
ろ
う
。

　

与
野
党
両
党
の
対
中
政
策
は
、
来
る
べ

き
２
０
１
２
年
の
総
統
選
挙
と
不
可
分
な

も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
台
湾
で
は
、
今
年

１
月
に
馬
英
九
総
統
を
支
え
て
き
た
国
民

党
の
金
溥
聡
が
党
の
幹
事
長
職
か
ら
降
り

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
内
人
事
の
再
編
が

進
ん
で
い
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
党
役
職

に
は
現
職
立
法
委
員
（
国
会
議
員
）
と
市

議
会
議
員
が
就
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
独
立
派
の
台
湾
安
保
協
会
で

基
調
演
説
を
行
っ
た
王
金
平
立
法
院
長

（
国
会
議
長
で
馬
英
九
の
ラ
イ
バ
ル
）の
今

後
の
動
向
も
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
、
民
進
党
内
で
も
党
部
人
事
の
刷

新
が
進
ん
で
い
る
。
独
立
派
の
呂
秀
蓮
前

副
総
統
に
よ
る
総
統
候
補
ナ
ン
バ
ー
１
の

蔡
英
文
党
首
批
判
が
厳
し
く
、
今
回
の
台

北
市
長
選
で
敗
れ
た
蘇
貞
昌
の
総
統
・
副

総
統
候
補
を
に
ら
ん
だ
動
き
も
活
発
で
あ

る
。
民
進
党
内
で
は
、
国
民
党
が
「
一
つ

の
中
華
民
国
」
と
述
べ
る
こ
と
で
中
国
側

と
合
意
が
あ
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
、
そ

れ
を
否
定
す
る
「
92
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

（
一
つ
の
中
国
、そ
れ
ぞ
れ
述
べ
合
う
）
を

ど
う
扱
う
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
進
ん
で

い
る
。
中
国
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
注
目
す

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
今
年
５

月
に
は
総
統
候
補
が
決
ま
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。

 

（
い
じ
り 

ひ
で
の
り
）




